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鉄系超伝導体FeSe系の合成と物性
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2008年の神原らによる鉄系超伝導体の発見[1]を契機にして、多くの鉄化合物に新たに超

伝導体が発見された。それらの物質は共通の結品構造として、鉄とヒ素、リン、セレンな

どが作る二次元面を有し、反強磁性体と隣接するところに超伝導層が現れる傾向がある。

これは、銅酸化物高温超伝導と比較検討されるところだが、磁性と超伝導の関係に鉄系超

伝導のメカニズム解明の鍵があるものと期待される。

FeSeは超伝導の発現する鉄面のみで作られており、鉄系超伝導体の中で最もシンプルな

結品構造を持つ。常圧のTcは10K程度[2]であるが、加圧下では37Kまで上昇し[3]、122

系同様高い Tcを示す。一方、 FeTeは、低温で単斜品に構造相転移し反強磁性磁気秩序を

示し超伝導は現れない。このように、 FeTeはFeSeと類似した結晶構造を持つにもかかわ

らず、磁性体となり超伝導は出現しない。しかし、高温超伝導でもそうであったように、

磁性体の隣接に超伝導相がある。特に鉄系では、Tcの高い 1111系などは、超伝導相は磁性

相に隣接している。ならば、 FeTeも何らかの方法で磁性を抑制すれば超伝導が出現するも

のと期待される。

そこで、我々はFeTeを超伝導化するために様々な取り組みを行った。その一つが圧力で

ある。 FeSeではTcが急上昇したが、 FeTeでも有効と期待されたが、残念ながら超伝導は

出現しなかった。そこで次

に、小さなイオン半径の硫

黄をドープし化学的に圧力

を加えるケミカルプレッシ

ャーを印加する。さらに酸

素アニール、大気曝露、お

酒アニールと様々な試みに

より超伝導化に成功したの

で報告する[4，5]。
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図1.FeSe， FeTe系の相図
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